
ー
可
し
く
と
こ
ろ
が

ら

「
ね
ず
み
講
式
商
法
」
と
も

い
わ
れ

て
い
ま
す
。

い
く
つ
か
の
ラ
ン
ク
が
あ
り
、
上

位
に
な
る
ほ
ど
版
売
利
益
も
H

紹

介
料
υ

も
高
額
に
な
り
ま
す
。
易、

(マル
仕組e

G 
E
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骨 刊~ぷ二ぷ彬協会

上小地区j邸身障害者体育大会

5月12日、市営陸上競技場で、上小地区心身障害者体育大会が開かれました。同大会は、スポーツ
を通じて健康の保持と体力の増強およびお互いの親睦を図るために毎年開催されているもので、選手

の皆さんは、車いす競走、走り幅跳び (ニ写真)など24種目に熱戦を繰り広げました。
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市民の動き

( 5月1日毛見ギt:)

( +528) 

( +336) 

( +192) 

( +525) 

116，110人

56，651人

59，459人

36，329世帯

)内は前月比です J

キ念人口

男

女

世帯数

(" 

主な内容

市議会臨時会開く・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ••.•. 2~4 ページ

宮下画伯が文化会館に日本画御寄贈・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 4ページ
健康づくり、虫歯予防..........................................5ページ

お知らせ・・..... . ............ . ... .... ........・・ ・・・・ ・・・・・・・ 6~8 ページ

おくやみ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・ー・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ .....8ペー ジ

保健予防特集・・・・・・・・・・・・・ ・・・・・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・特集 1~4 ペー ジ

環境保護月間特集・・・・ ・ ・・・・ ・ ・・・.. . . ... .... . ..........特集 1~4 ペー ジ



五
月
十
五
日
、
市
議
会
臨
時
会
が
聞
か
れ
、

正
副
議
長
選
挙
、
監
査
委
員

の
選
任
な
と
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
議
長
に
葦
沢
達
さ
ん
、

副
議
長
に
小
山
正
俊
さ
ん
が
、
そ
れ
ぞ
れ
選
ば
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
監
査
委

員
に
は
、
中
沢
一
広
さ
ん
(
議
員
選
出
)
と
久
保
田
直
人
さ
ん
が
、
市
議
会

の
同
意
を
得
て
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

だ IJ{{手1160年6J!l 1]-一一一(2)・ー

議長に葦沢さん

副議長に小山さん選出
a・・・._ー・・占-+=-=司.....司'''_一世・.....-r... __  
a・・・・・--=二ご-..--t:-，叶M回・・h・・~ー」園"‘曲目占4・・・a_.....;:;，河町轟可・"'j.t..;_且E圃圃...司-

。
斉
藤
背
栄
、

O
今
井
正
昭
、
高
速

和
秋
、
小
泉
速
夫
、
腰
原
徳
一
、
林

允
、
上
原
憲
、
甲
固
定
男
、
中
村

えつ広報

議

長

葦
沢

達
さ
ん

医
師
、
市
議
六
期
、
六
十
七
歳

森

就

任

あ

市
長
あ
い
さ
つ
要
旨

今
議
会
の
案
件
は
、
市
議
会
の
構

成
に
つ
き
ま
し
て
、
議
員
の
皆
様
の

申
し
合
わ
せ
に
よ
る
と
こ
ろ
の
任
期

副
議
長

小
山
正
俊
さ
ん

農
業
、
市
議
四
期
、
五
十
三
歳

下
室
賀

し、

さ
4つ

葦

j尺

達

上
岡
市
議
会
議
長

こ
の
た
び
の
市
議
会
臨
時
会
に
お

ム

た

ひ

き
ま
し
て
、
は
か
ら
ず
も
三
度
議
長

の
重
責
を
担
う
こ
と
に
な
り
、
そ

の

責
任
の
重
大
き
に
身
の
引
き
締
ま
る

思
い
で
ご
ざ
い
ま
す
。

微
力
で
は
ご
さ
い
ま
す
が
、
議
員
各

位
の
御
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、

和
秋
、
土
屋
勝
利
、
腰
原
徳
一
、
松
野

量
平
、
長
谷
川
忠
男
、
中
沢
一
広
、

母
袋
悦
男
、
古
金
昭
夫

年
々
多
様
化
し
広
域
化
す
る
市
行
政

の
中
で
、
ま
た
、
国
の
財
政
再
建
、

行
政
改
革
の
遂
行
に
よ
り
地
方
自
治

体
を
取
り
巻
く
環
境
が
一
段
と
厳
し

き
を
増
し
て
い
る
中
で
は
ご
ざ
い
ま

す
が
、
市
民
各
位
の
御
期
待
に
こ
た

え
な
が
ら
、
市
政
推
進
に
つ
な
が
る

小
池
重
徳
、
上
原

竹
内
義
憲

マ
上
田
市
外
八
か
町
村
病
院
組
合
議

憲
、
石
井
重
義
、

満
了
に
伴
う
正
副
議
長
の
改
選
な
ど

と
、
監
査
委
員
の
選
任
に
関
す
る
同

意
を
求
め
る
議
案
で
ご
ざ
い
ま
す
。

議
員
各
位
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

い
よ
い
よ
後
半
期
を
迎
え
ら
れ
、
新

し
く
選
任
さ
れ
ま
す
各
構
成
委
員
の

/ 

監
査
委
員

中
沢
一
広
さ
ん

(議
員
選
出
)

会
社
員
、
市
議
三
期
、
六
十
八
歳
、

中
央
北
一
・
新
田

厳
正
か
つ
適
切
な
議
会
運
営
を
行
う

こ
と
に
よ
り
、
議
決
機
関
と
し
て
の

責
を
果
た
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

私
の
二
十
有
余
年
に
及
び
ま
す
議

員
活
動
の
経
験
と
反
省
の
う
、え
に
た

っ
て
、
尊
心
努
力
を
い
た
す
覚
悟
で

こ
さ
い
ま
す
の
で
、
市
民
各
位
に
お

か
れ
ま
し
で
も
格
別
の
お
力
添
え
を

賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま

し
て
、
就
任
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た

し
ま
す
。

中
村

寛
、
春
原
実
男
、
小
林
軍
治

マ
青
木
村
お
よ
び
上
田
市
共
有
財
産

組
合
議
会
議
員

皆
保
に
よ

っ
て
、
さ
ら
に
市
政
の
重

責
を
果
た
さ
れ
る
わ
け
で
こ
ざ
い
ま

す
が
、
豊
か
で
住
み
よ
い
活
力
あ
る

上
田
市
建
設
の
た
め
に
、
今
後
と
も

い
っ
そ
う
の
御
鞭
桂
、
御
協
力
を
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

監
査
委
員

久
保
田
直
人
さ
ん

学
校
法
人
長
野
学
園
理
事
長
職
務

代
行
、
五
十
九
歳
、
黒
坪

常
任
委
員
会

特
別
委
員
会
の

構
成
決
ま
る

市
議
会
常
任
委
員
会
委
員
、
特
別

委
員
会
委
員
の
構
成
が
、
次
の
と
お

り
決
ま
り
ま
し
た
。

常
任
委
員
会
委
員

v 
総任 。
携期は
t二 委
枚年員
妻、長

員敬
き称 。
田各は
高IJ

委
員
長

マ
安
全
会
議
委
員

草
沢
達
、
土
屋
勝
利
、
堀
内

マ
旅
館
建
築
審
査
会
委
員
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U
A所
跡
ト
川
口
栄
、

f
J

今
井
正
昭
、

~u
同
速

引
秋
、
小
以
辿
犬
、
映
川
町
倍
-
、
休

允
、
ト
.
同
町
志
、
叩
旧
定
男
、
中
村

マ
産
業
経
済
委
員
会

。
成
沢
拾
也
、

O
松
崎
嘉
一
、
土
屋

勝
利
、
瀬
下
司
、
佐
藤
良
和
、
石
井

重
義
、
春
原
笑
男
、
長
谷
川
忠
男
、

多
国
忠
正

マ
厚
生
委
員
会

。
池
上
一
巳
、

O
竹
田
忠
一
、
ま
沢

達、

加
藤
一
幸
、
小
池
重
徳
、
宮
下

則
夫
、
松
野
nM
平
、
小
林
軍
治
、
村

上
和
夫

マ
建
設
水
道
委
員
会

。
母
袋
悦
男、

O
古
金
昭
夫
、

川
上

清
、
茅
野
光
昭
、

竹
内
義
憲
、
桜
井

啓
苓
、

小
山
正
俊
、
堀
内
伝
、
中

沢
一
広

だえつ一(3)一一一一 昭和60年6月1日 広報

特
別
委
員
会
委
員

。
は
委
員
長
、

O
は
副
委
員
長
、
任

期
は
申
し
合
わ
せ
に
よ
り
二
年
、

吹
か
各

仰
官
コ
ザ
京
、
附
同

マ
別
所
線
対
策
特
別
委
員
会

。
甲
固
定
男
、

O
小
泉
連
夫
、
一
掌
沢

達、

小
山
正
俊
、
宮
下
則
夫
、
堀
内

伝
、
松
崎
喜
一
、
竹
内
義
憲
、

加
藤

一
幸
、
中
村

究
、
林

允

マ
国
道
バ
イ
パ
ス
特
別
委
員
会

。
春
原
実
男
、

O
川
上

清

、

葦

沢

達
、
小
山
正
俊
、
茅
野
光
昭
、
高
遠
、

和
秋
、
土
屋
勝
利
、
腰
原
徳
一
、
松
野

H
U
H
-
t
、
長
谷
川
忠
男
、
中
沢
一
広
、

付
袋
悦
男
古
金
昭
夫

マ
新
幹
線
対
策
特
別
委
員
会

。
瀬
下
司
、

O
土
屋
勝
利
、
正
沢

達
、
小
山
正
俊
、
今
井
正
昭
、
小
泉

連
夫
、
成
沢
捨
也
、
桜
井
啓
喜
、
竹

田
忠
一
、
春
原
実
男
、
長
谷
川
忠
男

マ
高
速
自
動
車
道
対
策
特
別
委
員
会

。
葦
沢
達
、

O
小
山
正
俊
、
土
屋

勝
利
、
上
原
憲
、
古
金
昭
夫
、

川

上
清
、
斉
藤
吉
栄
、
石
井
重
義
、

茅
野
光
昭
、
佐
藤
良
和
、
池
上
一

巳

議
会
運
営
委
員
決
ま
る

議
会
運
営
委
員
会
委
員
が
、
次
め

と
お
り
決
ま
り
ま
し
た
。

。
は
委
員
長
、

O
は
副
委
員
長
、

品
川
内
ん
小
々
合

μ旬
d

4

京町ド

川
例

。
桜
井
啓
喜
、

O
加
藤
一
幸
、
宮
下

則
夫
、
土
屋
勝
利
、

瀬

下

司

、
斉

藤
吉
栄
、
松
野
量
平
、
佐
藤
良
和、

長
谷
川
忠
男

各
種
議
員お
よ
び
委
員

任
期
は
申
し
合
わ
せ
に
よ
り
二
年
、

役
か
各

剰
と
ロ
4

4

ホ
ト
聞

マ
農
業
委
員
会
委
員

-刀

、
え
な
が
ら
、
市
政
推
進
に
つ
な
か
る

小
池
重
徳
、
上
原

竹
内
義
憲

マ
上
田
市
外
八
か
町
村
病
院
組
合
議

会
議
員

松
崎
嘉
一
、
小
池
重
徳
、
宮
下
則
夫
、

土
屋
勝
利
、
小
泉
連
夫
、
竹
田
忠
一
、

松
野
量
平
、
桜
井
啓
喜
、
今
井
正
昭
、

堀

内

伝

マ
上
小
衛
生
施
設
組
合
議
会
議
員

川
上
清
、
葦
沢
達
、
高
遠
和
秋
、

土
屋
勝
利
、
腰
原
徳
一
、

池
上
一

巳、

母
袋
悦
男
、
松
野
量
平
、
中
村

寛、

長
谷
川
忠
男
、
堀
内
伝
、
多
国
忠
正

マ
上
田
市
・
真
田
町
じ
ん
か
い
焼
却

場
組
合
議
会
議
員

葦

沢

達

、
加
藤
一
幸
、
瀬
下
司
、

小
泉
連
夫
、
成
沢
捨
也
、
斉
藤
吉
栄
、

池
上
一

巳
、
古
金
昭
夫
、
小
林
軍
治
、

中
沢
一
広

マ
大
星
斎
場
組
合
議
会
議
員

一
本
沢
達
、
竹
田
忠
一
、
申
固
定
男
、

石
井
重
義
、
竹
内
義
憲
、
今
井
正
昭
、

中
沢
一
広
、
多
国
忠
正

マ
上
小
地
域
広
域
行
政
事
務
組
合
議

会
議
員

川
上
清
、
松
崎
喜
一
、
葦
沢
達
、

茅
野
光
昭
、
斉
藤
吉
栄
、
竹
田
忠
一
、

林
允
、
甲
固
定
男
、
松
野
量
平
、
小

山
正
俊
、
長
谷
川
忠
男

マ
真
田
町
外
一
市
一
町
共
有
財
産
組

合
議
会
議
員

土
屋
勝
利
、
腰
原
徳
一
、
桜
井
啓
喜
、

憲
、
石
井
重
義
、

中
村
寛
、

春
原
実
男
、
小
林
軍
治

マ
青
木
村
お
よ
び
上
田
市
共
有
財
産

組
合
議
会
議
員

宮
下
則
夫
、
瀬
下
司
、

小
泉
連
犬
、

斉
藤
吉
栄
、
佐
藤
良
和
、
池
上
一
巳
、

小
山
正
俊
、
長
谷
川
忠
男
、
中
沢
一
広

マ
上
小
老
人
福
祉
施
設
組
合
議
会
議

ロ貝成
沢
捨
也
、
甲
固
定
男
、
古
金
昭
夫
、

村
上
和
夫

マ
防
災
会
議
委
員

一
本
沢
達
、
茅
野
光
昭
、
高
遠
和
秋
、

竹
田
忠
一
、

小
山
正
俊
、
春
原
実
男

マ
駐
車
場
管
理
委
員
会
委
員

瀬

下

司

、

上

原

憲

、

母

袋

悦

男

マ
塩
田
地
区
有
線
放
送
電
話
運
営
委

員
会
委
員

甲
固
定
男
、
竹
内
義
憲

マ
募
金
審
査
委
員
会
委
員

腰
原
徳
一
、
池
上
一
巳
、
桜
井
啓
喜

マ
国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会
委
員

葦
沢
達
、
茅
野
光
昭
、
小
池
重
徳
、

林
允
、
長
谷
川
忠
男

マ
健
康
づ
く
り
推
進
協
議
会
委
員

林
允
、
村
上
和
夫

マ
国
立
東
信
病
院
整
備
促
進
委
員
会

委
員
茅
野
光
昭
、
中
村
究
、
長
谷
川
忠

男
、
小
林
軍
治

マ
公
害
対
策
審
議
会
委
員

川
上
清
、
加
藤
一
幸
、
高
遠
和
秋
、

瀬

下

司

'i7 

総任 。
務期は
文二委
数年 員
妻、 長

員敬
食物、 0
国各は
扇IJ

~ 
員
長

マ
安
全
会
議
委
員

草
川
達
、
土
屋
勝
利
、
堀
内

マ
旅
館
建
築
審
査
会
委
員

上
原
志
、
竹
内
義
道

マ
民
生
委
員
推
さ
ん
会
委
員

川
上
清
、
村
上
和
夫

マ
塩
田
母
子
健
康
セ
ン
タ
ー
運
営
審

議
会
委
員

加
藤
一
幸
、

小
池
重
徳

マ
青
少
年
問
題
協
議
会
委
員

宮
下
則
夫
、
土
屋
勝
利
、
竹
田
忠
一
、

林

允
、
甲
固
定
男
、
堀
内
伝

マ
解
放
会
館
運
営
審
議
会
委
員

小
泉
連
夫
、
村
上
和
夫

マ
部
落
解
放
審
議
会
委
員

小
泉
連
夫
、
村
上
和
夫

マ
同
和
対
策
事
業
推
進
委
員
会
委
員

小
池
重
徳
、

小
泉
連
夫

マ
産
院
運
営
審
議
会
委
員

腰
原
徳
一
、
松
野
口
一地
平
、
小
山
正
俊
、

小
林
軍
治

マ
中
小
企
業
融
資
あ
っ
せ
ん
委
員
会

委
員
瀬
下
司
、
成
沢
捨
也
、
春
原
実
男

マ
小
売
商
業
活
動
調
整
審
議
会
委
員

高
遠
和
秋
、
成
沢
捨
也
、
母
袋
悦
男

マ
労
働
福
祉
施
設
運
営
審
議
会
委
員

加
藤
一
幸
、
古
金
昭
夫
、
春
原
実
男

マ
農
業
振
興
融
資
あ
っ
せ
ん
委
員
会

委
員
松
崎
喜
一
、
佐
藤
良
和
、
石
井
重
義
、

多
国
忠
正

伝
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協
議
会
委
員

川
上

清
、
松
崎
喜
一
、
葦
沢
達
、

茅
野
光
昭
、
土
屋
勝
利
、
成
沢
折
也、

古
金
昭
夫
、
中
村
寛
、
長
谷
川
忠
男

マ
交
通
運
輸
対
策
会
議
委
員

加
藤

一
幸
、
林

允
、
桜
井
啓
喜
、

春
原
実
男

マ
土
地
開
発
公
社
理
事

川
上

清
、
松
崎
喜
一
、
宮
下
則
夫、

マ
林
道
蝶
ケ
原
線
管
理
委
員
会
委
員

佐
繰
良
和
、
中
沢
一
広

マ
農
政
推
進
協
議
会
委
員

佐
泌
良
和
、
古
金
昭
夫

マ
林
業
構
造
改
善
推
進
協
議
会
委
員

石
井
重
義
、
小
山
正
俊

マ
農
揖
構
造
改
善
事
業
協
議
会
委
員

茅
針
光
昭
、
多
国
忠
正

マ
農
村
総
合
整
備
モ
デ
ル
事
業
推
進

文
化
会
館
に
日
本
画
御
寄
贈

え

宮
下
画
伯
印
号
の
大
作

つ広報

六
月
十
日
川
、
い

よ
い
よ
文
化
会

館
が
オ
ー
プ
ン
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
が
、
そ

の
文
化
会
館
に
当
市
出

身
(
塩
田
新
町
)
で
東
京
に
在
住
の

宮
下
寿
紀
画
伯
か
ら
、
郷
土
の
た
め

に
と
日
本
画
「
菊
慈
童
」
の
大
作
を

御
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
の
絵
の
由
来
は
、
「
昔
、
中
国
の

深
山
で
菊
の
水
滴
を
飲
ん
で
育

っ
た

児
童
が
、
た
い
へ
ん
長
寿
を
保

っ
た
」

と
い
う
故
事
に
よ
る
も
の
で
、
わ
が

国
で
も
能
楽
な
ど
に
取
り
入
れ
ら
れ

て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

宮
下
画
伯
は
、
伊
東
深
水
画
伯
に

師
事
さ
れ
同
門
の
逸
材
と
し
て
高
名

で
、
美
人
画
の
第

一
人
者
と
し
て
名

声
を
博
し
て
い
る
方
で
す
。

オ
ー
プ

ン
を
記
念
し
て
、
六
月
十
二
日
ま
で
、

画
伯
の
作
品
二
十
五
点
ほ
ど
を
館
内

に
展
示
し
ま
す
の
で
、
大
勢
の
皆
さ

ん
御
覧
く
だ
さ
い

。

斉
藤
士
口
栄

マ
産
業
開
発
公
社
社
員

葦
沢
達
、
成
沢
捨
也
、
斉
藤
吉
栄
、

池
上
一
巳
、
母
袋
悦
男
、
小
山
正
俊

マ
建
築
審
査
会
委
員

母
袋
悦
男

マ
消
防
委
員
会
委
員

松
崎
喜
一
、
母
袋
悦
男
、
桜
井
啓
喜
、

堀

内

伝

マ
社
会
教
育
委
員

今
井
正
昭

マ
ス
ポ
ー
ツ
審
議
会
委
員

今
井
正
昭

マ
図
書
館
協
議
会
委
員

上

原

憲

マ
博
物
館
協
議
会
委
員

桜

井

啓

喜

、

中

村

寛

マ
信
漉
国
分
寺
資
料
館
協
議
会
委
員

交差点を交通規制(

小牧橋北側の
N
i
H川
ザ
↓
|

桜
井
啓
喜
、
中
村
寛

マ
上
小
農
業
共
済
組
合
理
事

葦

沢

達
小
牧
橋
が
開
通
し
ま
し
た
が
、
上

田
警
察
署
で
は
、
図
の
と
お
り
小
牧

橋
北
側
の
交
差
点
を
交
通
規
制
し
ま

し
た
。
御
注
意
く
だ
さ
い
。

小
牧
側
か
ら
小
牧
橋
を
渡

っ
た
車

と
国
道
一
八
号
線
か
ら
小
牧
橋
へ
向

っ
た
車
は
、
旧
道
へ
右
左
折
で
き
ま

せ
ん
。
ま
た
、
旧
道
を
来
た
車
は
、

小
牧
橋
へ
は
入
れ
ま
せ
ん
。

な
お
、
全
線
に
わ
た
り
新
設
道
路

の
通
行
お
よ
び
横
断
に
は
、
じ
ゅ
う

ぶ
ん
御
注
意
く
だ
さ
い
。
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40歳以上の人は健康診査を
年に一度は受けましょう

だく特集〉えつ一(1)一一一 H仰 ]60年 6H 1日一一一一広報

に
展
示
し
ま
す
の
で
、
大
勢
の
皆
さ

ん
御
覧
く
だ
さ
い

。

制
問
脚
内
⑨
よ

脳卒中、心臓病など何時十恨の病気の 1[1.民)J発比と予防のため、 一般位以沿伐

を実施しています (現イL、治療中、入院中および職場などで検診 を受ける機

会のある人は対象外です)

〈一般健康診査〉

と き・・・・・年間を通していつでも

とニろ・・・・・・rli内の全医療機関 (尚刊を|徐<) 
検査内容・・・尿検俗、 l(Jl圧、内科診祭など

料 金 ・ー・・・無料

く精密診査〉

一般健康診炎の結果、医師が必要と認めた場合は心電図、 血液検任、

眼底検査などの検食を行います。料金 (伽|人負但)は、 1，000円です。

※これ以外の項目を受けた場合は、号Jjに卒、I<iそがかかる場介ヵ、あります。

検診費用の免除があります
老人保健法により、次に該当する人は伽l人負刊の免除があります。

〈対象者〉

① 70歳以上の人および65-69歳までの厄たきりの障害認定を受けた人

②生活保護法による被保護世惜の人主よび市民税非課税世帯の人

〈対象検診〉 胃ガ ン(集同検診)、-f-宵鎖方、ン、精密診査

①に該当して受診を希望される人は、受診 当日「健康手帳」と「医療受

給者証」を医療機関の窓口および集団検診会場受付でお見せくださし、。

②に該当して受診を希望される人は、検診10日前までに保健予防諜 (宮

⑫4100内線289、有線②0721)まで御連絡くださ L、。後日、 「健康診査受

診証」をお送リしますので、受診の際に医療機関窓口、検診会場受付で

お見せください。

検先項目

問診

診|開レ ントLL
( l京 ~ IJ として間接)

問診 干見言会

細胞言会

内診

問診

ネ見診

乳房検診|触診
向己検作法
必要に応じて
超音波出;μ

申 込方法実施期間実施機関

戸
市

ガン検診を受けましよう

ン検診

主な目的|貸用

ガ

対象者一~tí 干重

恒l'tJ:(こよ リ申
し込む

市内委託医療|年間を 1 Iñ:機 [ぶ~機関
機|梨1 1 :r.;: I ，~J~ 1 

|通じて!へ(産婦人科)1J.t!tL.- '-1 

5月~
8月

集団検診500円

III.WJ [-下了(顕)
カ。ンの発凡 13，750円 11，000円

叩mJ胃方、ンの
発見 12，850円35歳以上検

4少
J

--42一ロ

、引
検

け
取
玄

〆

(

:

 

(
日
カ
子

E日
同

J11.則礼カ‘ン の
発見

30i歳以 I~ 

大腸検診|潜Jfil反応、検炎

肺ガン険診IX線搬μおよび |ハイリスクク
かく淡細胞診|ループの選定

※ハイ リスクグルー プとは・・・

o 1日の喫煙本数に喫煙年数を掛けた数字が400以上の人
0粉じん、有:さFヵ-ス、重クロム、石綿などを扱っている人

0せき、たん、胸捕が 1か月以上持続している人および血たんの出る人
0血のつながった人にガンにかかった人がいる人

※各検診について、異常がない場合には述絡を差し上げ、ませんので、御了承ください。

6月一
12月

集団険診800円1，500円30歳以上

米....-λ上三未
一

会
一
関
会

百
叩

一

石
川巾

闘

一機
間

市
一
伐
市

田

一

回

上
一
検

k
円AU
 

A
U
 

A
U
 

円ハUAU
 

ヴ

dηL
 

か

の

は日凡
一
ン

ン
発
一
ガ

ガ
則
一
川

腸
n十
一
則
比

大
の
一
ur
発

--疋三未瓦E未40歳以と
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市民の皆さんに、より健康で明るい生活を送勺てい

ただくため、各地区で保健婦による健康相談を行って

います。

妊娠中の食事や生活、，Nちゃんの発育や育児相談、
家族計画、心身障害、精神衛生、血圧測定、成人病お

よび寝たきり病人の問題など健康についての相談に応

じます。最寄りの会場へお気軽におでかけください。

健康相談におでかけを

えつ広報

市では、妊産婦や乳幼児健診時の歯科相談を

はじめ、保育園、学校、障害者施設、ねたき り

病人の家庭を巡回して歯みがき相談を行ってい

ます。

健康な体は健康な歯から

歯科相談

市役所南庁舎2階の保健センターでは、毎月

第1・3月曜日の午前9時30分から11時まで、

歯科相談を行ってい ます。

地区名 キ目 談 日 H寺 Pdj 士易 所

* 部
3昨- 日 勤務時間中 」二回市役所{市浪庁鎚合キIIJ島't

南部 毎月第1・第3火曜日 午前9: 30-11 :30 uが丘商問手口集会所
中央

北部 毎月第 1月日記日 1/ 西 部 公 民館

西部 毎月第 2・第4金曜日 If r台'jW，':/'i 1¥'，'， filセ;..-Jー

毎月第1・第3月凶日 If 城南解欣会館
城下

毎月第 2火曜日 If l位協城下事業所

毎月第 1 ・第 3 火 BI~ 日 If 塩尻地区 公 民館
塩尻
毎月第 2・第4火曜日 1/ 秋 手口公民館

川 辺 毎週火曜日 If 川辺町 会 館

泉田 毎月第 1月眼目 If 吉田 公 民館

毎月第 1月曜日 午後 1:30-3 :30 大屋 公 会 堂

毎月第 2月眼目 If 下背木 公 民館

神川 毎月第3月曜日 If 国分 公 民館

毎月第 4月眼目 If 岩 下公民館

毎月第 1 金Bl~ B 午前9: 30-11 :30 みすずf;北第 1集会所

神科 毎週月曜日 1/ 上野が丘公民館

毎月第 2・第4月曜日 If F郷生活改善センター
AE1dtLi 鼠勿~
毎月第 1 第3火曜日 農村環境改善センターIf 

毎週月眼目 1/ !1i 田 公 民館

毎月第 1月曜日 午後 1:30-3 :30 東塩田.t人集 会 所
広回

東前山同和地区集会所毎月第 2月曜日 1/ 

毎月第 3月曜日 1/ 別 所 公 民館

川西 毎月第1・第3月曜日 午前9: 30 -11: 30 川西社会福祉センター

健康相談日程表
塩田母親学級を開催

一
九
七
二
年
六
月
、
国
連
環
境
会
議
が
、
人
間
環
境
の
保
全
と
改
善
を

世
界
共
通
の
努
力
目
標
と
し
た
「
人
間
環
境
宣
言
」
を
採
択
し
て
以
来
、

世
界
各
国
で
は
、
六
月
を

。
環
境
保
護
月
問
。
と
し
、
諸
行
事
に
取
り
組

※当日が祝日の場合は、中止となります。

保健センターの御利用を

紅娠中を健康で過ごし、異常を早期に発見し

て、健康な赤ちゃんを出産するために行います。

t き・・・毎月第 3金曜日 午後1:30-2: 30 

[1;月21日 7月19日 8月23日 9月201
10月18日 11月15日 12月20日61年 1月17日|

2月21日 3月28日 J
量診内容...問診、尿検作、体重i[llJ定、血液検査

(梅毒)、貧血検査、血圧測定、医師の

診察、歯科相談、生活・栄養相談

料 金・・・無料

持ち物...母子健康手帳

塩田妊婦健康診査

家
庭
雑
排
水
汚
泥
収
集

市民の皆さんに、より健康で明るい生活を送うてい

ただくため、市役所南庁舎2階の保健センターでは、

保健婦による健康相談を毎日行っています。時間は、

午前8時30分から午後5時までです。

相談の内容は、妊娠中の食事や生活、赤ちゃんの発

育、育児相談、家族計画、心身障害、精神衛生、血圧

測定、成人病予防などです。

このほかにも、乳幼児健康診を、療育相談、言葉の

相談、歯の相談、離乳食講醤会、健康教室、胃険診、

大腸検診、乳房検診、予防接種なども日程を決めて行

っています。

く健康相談室宮⑫4100内線293、有線②0722>

赤ちゃん手帳の御利用を

市では、昭和57年 4月 1日以降生まれた赤ち

叫 に「赤ちゃん手帳」を葦し上げています。赤

らゃんの健やかな発育のために、また、乳幼児健

おき炎、予防接種になくてはならない手帳です。

なお、おたすねカート (3か月、 8か丹、 12か
仁2夜、 2歳 6か月 )カ、入っていますので、御
i入の うえ必ず保健予防課までお送りください。

は
、
市
か
わ

り
て

い
る
水
口
械
介
な

ど
の
結
果
、
家
族
附
成
や
食
斗
日
に

よ
っ
て
多
少
の
廷
は
あ
り
ま
寸
が
、



=1
1筆

回

目
4

5
物

第

第

ち

0

0

悼
吋

塩;

妊娠中岩

て、健康なi
とき…毎

[~月 21 日
10月18日

2月21日
健診内容・

(十

診

料 金 ・・・無

持ち物・..母

市では

hんに i，IJ~ 

ちゃんの健

五会省、チド

なお、お

'1、2布、 2
記入のうえ，

赤i;

m 936りー

一
九
七
二
年
六
月
、
国
連
環
境
会
議
が
、
人
間
環
境
の
保
全
と
改
善
を

世
界
共
通
の
努
力
目
標
と
し
た
「
人
間
環
境
宣
言
」
を
採
択
し
て
以
来
、

世
界
各
国
て
は

六
月
を
H

環
境
保
護
月
間
々
と
し
、
諸
行
事
に
取
り
組

ん
て
い
ま
す
。

上
田
市
で
も
、
六
月
中
は
「
み

ん
な
で
築
こ
う
、
よ
り
よ
い
環
境
」
を

重
点
目
標
に

、
環
境
保
護
の
運
動
を
展
開
し
ま
す
。

だく特集〉

よりよい環境をみんなで
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家
庭
雑
排
水
汚
泥
収
集

建設工事が順調に進む家庭雑排水汚泥処理施設

市
が
、
昨
年
度
か
ら
進
め
て
い
る

「
家
庭
雑
排
水
汚
泥
処
理
施
設
」
の

建
設
工
事
は
、
現
在
、
順
調
に
進
ん

で
い
ま
す
。
今
年
の
九
月
か
ら
は
、

各
家
庭
か
ら
排
出
さ
れ
る
家
庭
雑
排

水
汚
泥
を
収
集
し
、
処
理
で
き
る
予

定
で
す
。

同
処
理
施
設
の
建
設
は
長
い
間
の

懸
案
で
し
た
が
、
隣
接
す
る
諏
訪
部
、

秋
和
、
上
塩
尻
、
下
塩
尻
の
各
自
治

会
の
皆
さ
ん
の
御
理
解
を
い
た
だ
き
、

上
小
衛
生
施
設
組
合
の
東
側
に
、
総

工
費
二
億
八
千
万
円
を
か
け
て
建
設

し
ま
す
。
な
お
、
同
施
設
は
、
全
国

で
初
め
て
国
庫
補
助
対
象
事
業
と
し

て
認
可
を
受
け
て
い
ま
す
。

低
料
金
で
収
集

今
ま
で
、
簡
易
浄
化
槽
に
た
ま

っ

た
汚
泥
は
、
農
地
や
空
き
地
な
ど
で

自
家
処
理
を
す
る
よ
う
お
願
い
し
て

き
ま
し
た
が
、
施
設
完
成
後
は
、
御

要
望
に
応
じ
て
低
料
金
で
収
集
・
処

理
し
ま
す
の
で
、
大
い
に
御
利
用
く

だ
さ
い
。

な
お

家庭雑排水汚泥処理施設完成予想図

家
庭
雑
排
水
間
易
浄
化
槽

環境保護月間行事予定表

5
月
初
日

6
月
2
日

6
月
7
日

6
月
ロ
臼

6
月
中
旬

月

間

中

は
、
市
山U
行

っ
て

い
る
水
口
時間
A
H
な

ど
の
結
果
、
家
族
柿
成
や
食
生
活
に

よ
っ
て
多
少
の
差
は
あ
リ
ま
す
が
、

平
均
的
に
は
、
一
ご
三
か
月
粁
過
す

る
と
正
常
な
機
能
を
発
蝉
し
な
く
な

り
ま
す
。
そ
こ
で
、
市
で
は
、
自
治

会
連
合
会
、
連
合
衛
生
推
進
協
議
会

な
ど
を
通
じ
て
、
皆
さ
ん
の
御
理
解

を
い
た
だ
き
な
が
ら
年
に
四
回
か
ら

六
回
、
定
期
的
な
収
集
を
実
施
す
る

予
定
で
す
。

ま
た
、
同
施
設
で
は
、
汚
泥
を
発

酵
処
理
し
て
コ
ン
ポ
ス
ト
化

(
堆
肥

化
)
し
ま
す
。
こ
れ
を
皆
さ
ん
に
提

供
し
て
、
園
芸
用
肥
料
な
ど
に
活
用

し
て
い
た
だ
く
予
定
で
す
。

美
し
い
郷
土
の
河
川
の
水
質
汚
濁

を
防
止
し
、
き
れ
い
な
水
を
守
る
た

め
、
皆
さ
ん
の
御
理
解
と
御
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

環
境
美
化
運
動
の
日

(
ブ
ミ
ゼ
ロ
運
動
の
日
)

環
境
美
化
運
動
市
民
一
斉
行
動
日

河
川
パ
ト
ロ
ー
ル

市
内
河
川
水
質
検
査

市
内
農
業
用
水
水
質
検
査

。
公
害
防
止
指
導
員
研
修
会

。
し
尿
浄
化
槽
水
質
検
査
お
よ
び
維
持
管
理
指

4

0

市
内
河
川
清
掃

。
一
日
清
掃
日

。
家
庭
雑
排
水
浄
化
対
策

。
廃
棄
物
の
分
別
徹
底
と
有
効
利
用
の
啓
発
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きれいな水を守ろう
河
川

(水
)
は
、
私
た
ち
の
日
常

生
活
と
深
く
か
か
わ
っ
て
い
ま
す
。

き
れ
い
な
河
川
を
守
る
た
め
、
各

自
治
会
、
衛
生
推
進
協
議
会
、
河
川

愛
護
会
、
公
害
防
止
指
導
員
な
ど
大

勢
の
皆
さ
ん
が
協
力
し
て
、
毎
年
、

市
内
の
各
地
区
で
河
川
清
婦
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

一
方
、
市
で
は
、
河
川
パ
ト
ロ
ー

ル
や
各
河
川
の
水
質
検
査
な
ど
を
実

地
し
て
、
大
切
な
河
川
の
汚
濁
状
況

を
監
視
し
て
い
ま
す
。
最
近
の
河
川

えつ広報戸第 936号

の
汚
濁
原
因
は
、
各
家
庭
か
ら
排
出

さ
れ
る
生
活
雑
排
水
が
主
な
原
因
と

な
っ
て

い
ま
す
が
、
こ

の
ほ
か
に
も

心
な
い
人
た
ち
が
捨
て
て
い
く
空
き

缶
、
空
き
ビ
ン
、
廃
材
、
そ
の
他
さ

ま
さ
ま
な
ゴ

ミ
煩
な
ど
に
よ
っ
て
も

か
な
り
汚
さ
れ
て
い
ま
す
。

私
た
ち

一
人

一
人
が
河
川
の
重
要

性
を
認
識
し
、
河
川
を
き
れ
い
に
す

る
努
力
を
し
て
、
住
み
よ
い
生
活
環

境
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

河
川
の
汚
濁
と

簡
易
浄
化
槽
の
普
及
と

定
期
清
掃
に
御
協
力
を

市内各地域で河川清掃が実施されています

市
で
は
、
河
川
浄
化
を
図
る
た
め
、

昭
和
五
十
年
か
ら
公
害
防
止
条
例
に

よ
り
、
公
共
下
水
道
対
象
地
区
以
外

で
家
屋
を
新
改
築
す
る
場
合
、

「
家
庭

雑
排
水
簡
易
浄
化
槽
」
(三
槽
式
・

二

百
リ

ッ
ト
ル
以
上
)
の
設
置
を
お
願

い
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
そ
れ
以
前
に
建
築
し
た
家

屋
に
対
し
て
は
、
個
人

の
場
合
は
一

幕
一に
つ
き
一
万
五
千
円
、
自
治
会
な

ど
地
域
く
る
み
で
設
置
す
る
場
合
は

一
必
に
つ
き
一
万
七
千
円
の
補
助
金

下水道・簡易浄化槽の地区別普及状況
(59.3.31現不t:)

亡=:l簡易浄化地

区~ 下水道

す
重
要
な
立
昧
を
も
ち
，
私
た
ち

人

一
人
が
、
河
川
浄
化
に
八
ハ剣
に
取

り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
期
が

を
交
付
し
て
、
設
置
を
奨
励
し
て
い

ま
す
。

現
在
、
家
庭
雑
排
水
簡
易
浄
化
槽

は、

一
万
三
千
法
が
設
置
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
対
象
戸
数

(
下
水
道
地
区

と
開
発
造
成
さ
れ
て
大
別
集
中
浄
化

槽
が
設
置
さ
れ
て
い
る
住
宅
団
地
な

ど
を
除
い
た
戸
数
)
の
五
五
パ
ー
セ

ン
ト
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。
未
設
置
の
御

家
庭
の
皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
簡
易
浄
化
槽

の
設
置
を
お
願
い
し
ま
す
。

簡
易
浄
化
糟
は
、
設
問
し
た
ま
ま

54.7 

67.4 

~ iff， 
1古f;

中'Ì~

日1;["lD 

~ m;n正1
~ t、「ー-

~ Ji¥_ 

~ 111 

唱 111

唱 H

~ ~'{ 

羽!l!.1fl

¥ll!.RI 

~!匝If l

内

向

~ 

99.8 

山
て
は
、
人
凶
な
川
川
の
水
引
を

す
る
た
め、

水
質
調
作
を
行

っ
て

い

ま
す
。
下
の
グ
ラ
フ
は
、
市
内
を
流

で
は
河
川
の
水
質
浄
化
の
効
果
は
あ

り
ま
せ
ん
G

定
期
的
に
出
い
怖
を
実
地

し
な
い
と
、
悪
央
の
発
生
は
も
と
よ

り
、
汚
泥
が
流
出
し
て
河
川
汚
濁
の

原
因
と
な

っ
て
し
ま
い
ま
す

私
た
ち
の

一
日
の
生
活
の
な
か
か

ら
排
出
さ
れ
る
有
機
物
の
口
叫
は
、
問

卜
四
グ
ラ
ム
で
、
そ
の
う
ち
生
活
雑

排
水
は
、
七

O
パ
ー
セ

ン
ト
に
あ
た

る
三
卜
一
グ
ラ
ム

(
残
り
は
、
し
尿

な
ど
)
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の

数
字
か
ら
も
、
生
活
雑
排
水
が
、
い

か
に
河
川
汚
濁
に
彬
特
を
及
ぼ
し
て

い
る
か
が
わ
か
り
ま
す
。

簡
易
浄
化
槽
の
定
期
出
制
に
御
協

力
く
だ
さ
い
。

100' 

内線302>

50 

し尿浄化檀は正しい管理を
現イ，=、 t田市内には、約700法のし尿浄化槽が設
甘されています。 し尿浄化槽は、 日常ーの管理をだ、

ると 浄化されない汚水が水路や河川に流れ出て、

，f， ~~などで近隣の人たちに迷惑をかけます。
lnEE究者には、定期的な点検と清掃が義務付けら
れて いますu また、点検や維持管理などを代行す

る「 上田市し尿浄化楠維持管理組合」があります

乃で御加入をお勧めします、

〈事務局・生活環境課宮⑫4100



を施 l
監し
慌て

て大
ぃ切
まな
す J可
JII 
最の
近汚
の濁
河オ大
川 I兄

る
一
を
し
て
、
住
み
よ
い
生
活
環

境
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

あ 936号一

河
川
の
汚
濁
と

生
活
排
水
対
策

「昭
和
五
十
九
年
度
長
野
県
環
境

白
古
」
に
よ
る
と
、
千
曲
川
中
流
域

(上
田
市
付
近
)
に
お
け
る
河
川
の

B
O
D
負
川
判
長
(
有
機
物
に
よ
る
汚

濁
世
)
の
割
合
は
、
生
活
排
水
五
五

パ
ー
セ
ン

ト
、
工
場
排
水
二
三
パ

ー

セ
ン

ト
、
苗
産
排
水
一

O
パ
ー
セ
ン

ト
、
自
然
汚
濁
一
二
パ

ー
セ
ン

ト
と

な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
環
境
庁
に
よ
る
全
国
的
な

調
作
で
は
、
生
活
排
水

の
七
割
が
未

処
理
の
ま
ま
公
共
用
水
域
に
排
出
さ

れ
、
全
生
活
系
排
水
の
発
生
汚
濁
量

の
半
分
が
、
生
前
排
水
と
い
う
結
果

が
示
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
た
め
、

公
共
用
水
域
の
浄
化
に
と
っ
て
生
活

排
水
対
策
は
、
早
急
な
課
題
と
し
て

位
胃
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

市
の
水
質
検
査
結
果
で
も
、
矢
出

沢
川
の
住
吉
情
(
神
科
地
区
)
の

B

O
D
値
は
五
十
七
年
以
降
、
下
流
の

諏
訪
部
地
区
よ
り
も
高
く
、
公
共
下

水
道
化
が
進
む
矢
出
沢
川
下
流
地
域

に
比
べ
、
住
宅
化
が
進
む
神
科
地
域

の
汚
濁
が
進
ん
で
い
ま
す
。

こ
れ
は

主
に
生
活
排
水
に
よ
る
も
の
と
み
ら

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
今
ま

で
河
川
の
汚
濁
源
と
し
て
あ
ま
り
注

目
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
生
活
排
水
は
、

河
川
の
浄
化
に
と
っ
て
今
後
ま
す
ま

宅

恥

」

，
槽ト』，勾・浄易簡るaLV

 

て
『
」進促及普カ市
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し暦
現不E、
置されて L

ると浄イじ:
悪史ーなど d

a立罰者』
れていま π
る「七回「

のて'御加ノ

く事務L

東部

車部

中央

北部

西部

地下

塩尻

阜出

神 I11

神科

豊殿

中塩田

東塩問

自塩田

町所

111 西

す
重
要
な
意
味
を
も
ち
、
私
た
ち
一

人
一
人
が
、
河
川
浄
化
に
真
剣
に
取

、1
司
1

2

、
.lhL
「

l
v
v
L
・L

3

‘、、
lE
J
n
Hd

t
，創

3
4
l，
t
ト
k

号
、
レ
も
し

配
比
J

カ

来
て
い
る
と
い

、え
ま
す
。

生
活
排
水
対
策
は
、
全
国
的
に
は

主
と
し
て
公
共
下
水
道
の
整
備
や
、

し
尿
と
生
活
排
水
の
合
併
浄
化
槽
に

よ
る
も
の
で
す
が
、
上
田
市
で
は
こ

れ
に
加
え
、
家
庭
雑
排
水
簡
易
浄
化

槽
の
設
置
を
進
め
、
さ
ら
に
現
在
、

汚
泥
処
理
施
設
の
建
設
を
進
め
て
い

ま
す
。呼びもどそう

あの清流をもう一度

E孟遍副図画証書

市
内
に
は
、
大
小
さ
ま
ざ
ま
な
河

川
が
流
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
河

川
は
、
飲
料
水
の
水
源
と
し
て
、
ま

た
農
業
用
水
と
し
て
用
い
ら
れ
る
な

ど
重
要
な
役
割
を
果
し
て
い
ま
す
。

市
で
は
、
大
切
な
河
川
の
水
質
を

守
る
た

め
、
水
質
調
伐
を
行

っ
て
い

ま
す
P

下
の
ク
ラ
フ
は
、
市
内
を
流

れ
る
主
要
七
河
川
の
十
二
地
点
で
、

毎
月
一
回
行
っ
て
い
る
調
住
の
年
間

B
O
D
(
生
物
化
学
的
般
素
要
求
量
)

の
平
均
値
の
一
部
と
、
環
境
基
準
値

(
水
質
に
対
す
る
行
政
目
標
値
)
を

比
較
し
た
も
の
で
す
。

神
川

(
川
久
保
橋
下
)
浄
水
取
水

口
付
近
で
は
、
二
疋
の
良
好
な
水
質

が
保
た
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま

す
。
し
か
し
、
矢
出
沢
川
、
産
川
で

は
、
環
境
基
準
が
達
成
さ
れ
ず
、
横

ば
い
状
態
が
続
い
て
い
ま
す
。
浦
野

川
で
は
、
以
前
か
ら
良
好
な
水
質
が

保
た
れ
、
蛭
沢
川
で
は
、
三
年
前
か

ら
環
境
基
準
を
達
成
す
る
ま
で
に
な

り
ま
し
た
。
ま
た
、
良
好
な
水
質
を

維
持
し
て
い
た
室
れ
川
で
は
、
五
卜

九
年
度
に
は
環
境
法
準
を
上
回

っ
て

い
ま
す
。

河
川
の
汚
染
の
原
因
に
は
さ
ま
ざ

ま
な
も
の
が
あ
り
ま
す
が
、
故
近
で

は
、
家
庭
か
ら
排
出
さ
れ
る
雑
排
水

の
山
め
る
割
合
い
か
大
き
く
な

っ
て
き

て
い
ま
す
。
ま
た
、
民
業
排
水
な
ど

も
河
川
や
湖
沼
の
汚
染
要
凶
と
し
て

問
題
化
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

こ
の
大

切
な
河
川
の
消
流
を
取
り
も
ど
す
た

め
に
、
皆
さ
ん
の
い
っ
そ
う
の
御
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

市内河川の水質(BOD年平均値の推移)

ロ ー…一環境基準備

BODt略R.I

10 
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日
年
度
の
公
害
苦
情
は
川
町
件

多
い
感
覚
的
・
心
理
的
被
害

グ
ラ
フ
①
は
、
生
活
環
境
課
が
受

け
付
け
た
昭
和
四
十
六
年
度
か
ら
の

脊
情
受
付
数
の
変
化
を
示
し
た
も
の

で
す
。

苦
情
件
数
は
、
昭
和
五
十
三
年
度

を
ピ

l
ク
に
、
以
後
、
年
々
減
少
を

続
け
て
い
ま
し
た
が
、
五
十
九
年
度

は
、
残
念
な
が
ら
前
年
に
比
べ
約
五

割
増
加
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

こ
の

142 

95 

124 
n 
105 

188 
Q 
161 

118 

1~ 
140 
a' 

119 
101 

63 

件

。

o

o

n
H
V

F

、dA

H
U

①
苦
情
件
数
の
年
度
別
推
移

50 

ミ
主

ゲコlこj筒4か

tをfrってい
だ J 16日号

原
因
と
し
て
は
、
工
場
な
ど
の
生
産

活
動
が
活
発
に
な
っ
て
き
た
こ
と
や

悪
央
や
騒
音
な
ど
が
発
生
し
や
す
い

暑
い
時
期
が
長
か

っ
た
こ
と
が
考
、え

ら
れ
ま
す
。

グ
ラ
フ
②
は
、
昨
年
度
の
苦
情
を

種
類
別
に
分
類
し
た
も
の
で
す
。

騒
音
が
最
も
多
く
全
体
の
約
半
数

を
占
め
て
お
り
、
次
い
で
、
悪
臭
、

水
質
の
順
と
な

っ
て

い
ま
す
。
発
生

源
の
主
な
内
訳
は
、
騒
音
で
は
、
生

産
工
場
に
よ
る
も
の
が
十
九
件
、
爆

音
機
十
一
件
、
カ
ラ
オ
ケ
十
件
、
水

質
で
は
、
食
料
品
関
係
が
最
も
多
く

六
件
、
悪
臭
で
は
、
畜
産
な
ど
農
業

46 47 48 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59年度

②
苦
情
の
種
類
別
分
類

関
係
い
か
六
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
地
区
別
で
は
、
神
利
、
城

下
、
川
辺
地
区
の
順
に
多
く
、
住
宅

化
が
進
ん
で
い
る
市
街
地
の
周
辺
地

域
に
集
中
し
て
い
ま
す
。

グ
ラ
フ
③
は
、
被
害
の
極
矧
別
に

分
矧
し
た
も
の
で
す
。

こ
の
う
ち
、
感
覚
的
・
心
理
的
被

害
が
最
も
多
く
、
全
体
の
八
二
パ

ー

セ
ン
ト
を
占
め
て
い
ま
す
。
近
年
の

公
害
苦
情
の
特
徴
は
、
カ
ラ
オ
ケ
や

家
庭
生
活
に
起
因
す
る
も
の
な
ど
、

い
わ
ゆ
る
近
隣
公
害
が
多
く
な
っ
て

い
る
こ
と
で
す
。

こ
う
し
た
も
の
の

な
か
に
は
、
一
人
一
人
の
心
く
は
り

や
日
常
会
話
の
な
か
で
解
決
で
き
る

も
の
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

こ
の
機
会
に
、
他
人
に
迷
惑
を
か

け
て
い
な
い
か
身
の
周
り
を
点
検
し
、

公
害
の
な
い
住
み
よ
い
環
境
を
つ
く

り
ま
し
ょ
う
。

③
被
害
の
種
額

さオLている

くださし、。

ん手帳内の

くだーさ L、。

ますので、

不法投棄は

絶対に

やめましよう

無
断
で
他
人
の
所
有
地
や
道
路
、

山
林
、
川
な
ど
に
、
建
築
廃
材
、
家

電
製
品
、
ダ
ン
ボ
ー
ル
類
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
ゴ
ミ
を
捨
て
る
H

不
法
投
棄
。

環
境
保
護
の

標
語
な
ど
を
募
集

県
で
は
、
環
境
保
護
月
間
事
業
の

一
環
と
し
て
、
ポ
ス
タ
ー
や
標
語
な

ど
の
作
品
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

〈
応
募
資
格
〉

O
ポ
ス
タ
ー
、
作
文
H
H

小
・
中
学
生

O
標
語

l
小
・
中
学
生
、
一
般
県
民

O
空
き
缶
な
ど
の
ポ
ス
タ
ー
、
標
語

H

小
・
中
学
生
、
高
校
生

〈
応
募
作
品
の
内
容
v

生
活
環
境
、
自
然
保
議
、
不
法
投

棄
防
止
、
公
害
防
止
、
空
き
缶
散
乱

防
止
な
ど
に
関
す
る
も
の

〈
応
募
方
法
〉

い
か
明
え
て
い
ま
す
。

市
で
は
、
不
法
投
来
が
あ
れ
ば
、

す
ぐ
に
現
地
調
食
を
し
、
品
川
て
た
人

に
片
づ
け
さ
せ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

捨
て
た
人
が
不
明
の
場
合
や
悪
質
な

場
合
は
、
野
察
へ
通
報
し
厳
重
に
処

罰
し
て
い
ま
す
。
(
不
法
投
棄
は
、

法
律
に
よ
り
三
か
月
以
下
の
懲
役
、

ま
た
は
二
十
万
円
以
下
の
罰
金
に
処

せ
ら
れ
ま
す
)

環
境
汚
染
を
防
止
し
、
美
し
い
自

然
を
守
る
た
め
、
不
法
投
棄
は
絶
対

に
や
め
ま
し
ょ
う
。

O
ポ
ス
タ
ー
、
作
文
は
八
月
三
十
一

日
ま
で
に
地
方
事
務
所
総
務
室
へ

O
標
語
は
七
月
三
十
一
日
ま
で
に
長

野
県
環
境
自
然
保
必
課
へ

〈
そ
の
他
〉

詳
し
い
募
集
要
領
に
つ
い
て
は
、

上
小
地
方
事
務
所
総
務
室
生
活
環
境

係
(
宮
⑫
1
2
6
0
内
線

2
6
8
)

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

@
昨
年
は
、
標
語
の
部
(
一
般
の
部
)

で
次
の
方
々
が
入
選
し
ま
し
た
。

マ
最
優
秀
賞
竹
内
析
子
さ
ん
(
新
田
)

H

こ
の
自
然
み
ん
な
で

育
て
る
ゆ
た
か
な
心
々

マ
三
席
松
本
幸
一
さ
ん
(
殿
城
)

J
寸
り
ま
す
山
い
流
れ
と
庁
い
空
e

なってもら

だり、体験

でかけくた

し、 う毒〈ちにと L

けをしてい
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健康

3%( 

動h荷物

6% 
(81牛)

②
苦
情
の
種
類
別
分
類

③
被
害
の
種
類
別
分
類

市では、，fJ;ちゃんの位やかな発rfのた的ド尚 4か
月、 10かJJ、1政 6か}]、 3歳の健康診1f.をf1 .1 .--い
ます。詳しい日れは、毎月の「広報うえた J16 Uけ

を後11覧ください。

〈受付時間〉

午後 1時一 2時

〈診査内容〉

①医師による健康診作 ②体重・身h:iHlJ定

③育児相談 ④離乳食ちた ~"I ( 4かJj児)
⑤歯科相談(10かJJ児、1歳6かJJ児、 3，み児)
⑥発達心理相談(1歳6か月児)

⑦商科健康診作(1歳6か月児、 3iil<:児)

⑧尿検炎(3歳児)

くお願い〉

0母子健康手l帳、パスタオル1枚(4か月児、 10か月

児)、ノ、ブラシ(1歳6か月児)をお持ち ぐださい 3

0お昼寝を早くすませてお連れくださし‘

0お母さんのほかに、-，)Jミちゃんのお刊:話を」れている

方も、できるだけいっしょにおでかけ ください。

o 1歳 6か月健診のお子さんは、赤ち ゃん手帳内の
健診票(2枚)を徒IJ記入のうえ、お持ち ください，

0都合の悪い方は、ほかにも機会がありますので、

篠山皇車各くださし、。

保健予防課宮⑫4100内線293、有線②0722

塩田支所E⑧3000、川西支所ft@2002

乳幼児健康診査保健補導員に御相談ください

市民の皆さんの 1it胤に W~ わる保催事IIì砕以さんが、

302 ~号、市から委lV，J!， されています。

保健補導以さんは、住!っ茨に関する研修を，f(ねて

妊産婦からぶち ゃん、 f供、成人、，'::im1i析に予.る
まで相談に応じています。また、市の{~~仏t !lrii との

析渡し役とな って川動していただいています。健

康に関する心配がありましたら、おれ較に御相談

ください。

「長野よろこびの会」へのお誘い

健康教室!こおでかけください
より豊かで健康な生活を送っていただくための

「健康教室」を開催します。

医師 ・歯科医師 ・薬剤師 ・保健婦 ・栄養士 ・歯

科衛生士 ・体育指導委員・スポーツ指導員などの

スタッフにより、健康に関するさまざまな知識を

学びます。

対象者...40歳以上の方、またはその家族

と き...6月から12月

ところ...各地区の公民館など

内 容...①血圧測定と健康相談

②成人病予防について(カン予防)

③より健康な毎日を送るために

④ i事{の健康について

(虫歯予防、成人尚一科保健)

⑤正しい食生活について

⑥健康づくり体操

その他..・この健康教室は、各家庭へ回覧て、通知す

るほか「広報うえだ‘」でもお知らせします。

「長野よろこびの会」とは、胃の予術をし て5年を

経過した人が、お互いに今日ある生命に怯H射し社会

の多くの人々に定期検診を勧め、胃の病気による犠

牲者を 1人でも少なくすることを願い、昭和55年に

結成された会です。

現在、 20名の方が、 仲間同土語 1)合い励まし合い

自分の体験を発表し、多くの人に胃集問険珍を勧め

るなどたいへん活躍されています。多くの万の入会

をお勧めします。

申込先・・・保健予防課E⑫4100内線290・有線②0721

断酒会、断酒家族の会におでかけを

酒をやめたいと思つでもなかなかやめられなく

て悩んでいる人、また、その家族の皆さんどうぞ

断酒会、断 ~f有家族の会へおでかけください 。

o断酒会
と き・ー毎週木曜日 午後7:00-9:00

ところ・・・上回勤労者福祉センター

0断酒家族の会

と き ・・・舎が旦月 ßt~ 日

ところ・・-福祉会館

連絡先・・・保健予防課宮⑫4100内線290

マ
三
席
松
本
幸
一
さ
ん
(
殿
域
)

」
寸
り
ま
す
清
い
流
れ
と
青
い
空
v

精神障害者家族会におで、かけを

精神障害者家族会では、患者によくなってもら 7

には家族はどうしたらよいのかを学んだリ、体験を

話し合ったりしています お気軽におでかけくださ

い。また、 回復者の共同作業所を運営し、家族とい

っしょに作業しながら語りあえる場作りをしていま

す。どうぞ御利用ください

と き・・・毎月第 1金曜日 午後0:30ー
とニろ...上田勤労者福祉センター

連絡先・・.0粕神障害者家族会事務局

合⑫3247(午後だけj

E⑫4100内線290

午後7:00-8:30

健康手帳を御利用ください
老人保健法によリ、 40歳以上の希望者に「健康

手帳」を差し上げています。 (70歳以上は全員)

この手帳は、日ごろの自分の健康状態 (血圧な

ど)や健康診断、各種ガン検診の結果ーなどを記入

し健康管理にお役立てください。なお、治療中の

方は主治医にもお見せください。

手帳は、保健センター相談室(南庁舎 2階)、塩

田支所、川西文所、各地区健康相談会場に用意し

てありますのでお申し出くださし、。 0保健予防諜
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30歳以上の人は

子宮(頚)ガン検診を

年に一度は受けましょう

イケ;i( :;1(1 )ガン 杉(，診を受けるとき、

次の場合は、細胞成分かしゆっょん

にとれす完全な術作カ‘できない場介

がありますのて、なるべく j駐けてく

fごさし、。

①生理中および生理が終わ うてから

1 J盟1:¥1以内

② if;療などでIl宅洗浄後2週間以内

③験診前日の夫婦生活

一 交付 H年 IliJ
医療機関名

IJIJ 守二 f!;: 
i/jiJ Yj 

1:田 市産院 8 :30-11 :00 1li-j包lJ<_lJf，'U {本"会

午後は、丁引Iて休みのH与も

共立産婦人科 9:00-11 :00 2:30-5:00 
ありますので、'，l，ぷをして
カ‘ら.t:;てカ‘ttくださ L、
上H占目日午fH+:，i会

11h盟本1Jj，'~J {本，.会
国立東信病院 8: 30-11 :00 i二Bft:日は、 !F8"ij8 il寺30う〉か

ら10時30分まで

9:00-正午 1 :00-5: 30 毎週土IJN日午後休診

会-f:週木fJi，:日休診
豊 田医院 8:30一正午 3: 00 -5: 30 

土B1，:日は、午後5時まて

9:00-11 :40 2:00-3:40 IJJj週木01":日午後休診5 :00-5:40 
美産婦人科 9:00-正午 1 :00-6:00 

服部産婦人科 9:00-正午 1 :30-5:30 
土日記臼は、午後 1時30分か
ら3a:子まで‘

ニi甫産婦人科 9: 00-12: 15 3: 00-5: 15 土日記日午後休診

三好町産婦人科 9:00-正午 2:00-6:00 

子宮(頚)ガン検診医療機関一覧表

一語一一

lh山
E上ι

潤

「寝たきり老人をかかえる家族の会」

へのお誘い

寝たきり病人訪問指導の御案内

寝たきりのお年寄に、より快適な療養生活を送っ

ていただいたり、また、介越される家族の皆さ んに、

健康で徒IJ世話をしていただくよう 「寝たき り主人を

かかえる家族の会」を結成し、研修会を実施してい

ます。多くの方の入会をお勧めします。

と き...5月から隔月

とニろ・・・市役所南庁舎5階会議室か

2階保健センター

-疲労回復体操、家庭看護講首、調理実}'I、

介護者の健康管理、機能回復訓練、ぼけに

ついての話など

申込先・・・保健予防課宮⑫4100内線290、有線②0721

科たき り病人を御家庭で介護されている場合、

引控婦が家庭訪問をして、療養、介護の御相談に

5じてい ます。希望される方は、下記へ御連絡く
?さし、。

4絡先...保健予防課宮⑫4100内線290・293、有線②

0721・②0722

合@ .，." 

tす内

「ことばの教室」の御案内

市では、上田市医師会の御協力により、子供さん

を対象に「ことはの教室」を行っています。

言葉のおくれ、発音がはっきりしないなど言葉に

ついて心配をお持ちの方はお気軽に御連絡ください

と き-・・毎週水曜日 午前中

とニろ・・・市役所南庁舎 2階 保健センター健治主
方 法・・・聴能言語士による117i1別相談、相談 1人約 1

時間

料金...無料

連絡先・・・予約制ですので、あらかじめ保健予防課(宮

⑫4100内線291、有線②0721)まで待/li針作〈

アごさし、。

効果的で使

いつでもお

家庭介護用品を展示

長期療養の病人と介護者のために、

1、やすい介護用品を展示しています。

でかけくだ‘さ し、。

tころ...保健予防課(市役所南庁舎3階)

塩田支所

川西支所

t絡先・・・保健予防課保健婦
E⑫4100内線290・293、有線②0721

塩田支所宮⑮3000

川西支所m@2002

歯
の
溝
の
深
さ
は
母
親
が
深
け
れ
ば

子
も
深
く
、
食
べ
か
す
が
た
ま
り
や

す
く
虫
歯
に
な
り
や
す
く
な
り
ま
す
。

伺
南
小
学
校
ヘ

マ
久
保
弁
か
つ
美
様

(
笹
井
)
ぞ

う
き
ん
百
枚
社
会
福
祉
施
設
へ

御
寄
付
お
礼
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虫
~‘ 
凶

予
防

歯
の
溝
の
深
さ
は
母
親
が
深
け
れ
ば

子
も
深
く
、
食
べ
か
す
が
た
ま
り
や

す
く
虫
繭
に
な
り
や
す
く
な
り
ま
す
。

つ
は
き
の
出
方
や
成
分
も
似
ま
す
。

サ
ラ
サ
ラ
と
し
た
つ
ば
き
が
た
く
さ

ん
出
る
人
は
、
い
つ
も
そ
れ
で
口
の

中
を
掃
除
し
て
い
る
よ
う
な
も
の
で

す
か
ら
比
較
的
虫
歯
に
な
り
に
く
い

の
で
す
が
、
ド
ロ
ッ
と
し
た
の
が
少

し
し
か
出
な
け
れ
ば
、
口
の
中
は
汚

れ
や
す
い
わ
け
で
す
。

で
す
か
ら
、
母
親
が
虫
歯
が
多
い

と
子
供
も
多
く
な
り
や
す
い
の
で
す
。

虫
歯
に
悩
ま
さ
れ
た
お
母
さ
ん
は
、

人
一
倍
、
子
供
を
虫
歯
か
ら
守
る
努

力
が
必
要
で
す
。

ー
母
か
ら
子
へ
伝
染
す
る
虫
歯
菌

虫
歯
菌
も
あ
げ
て
い
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
「
虫
歯
は
伝
染
す
る
」
と
聞
く

と
「
本
当
」
と
思
う
人
も
多
い
と
思

い
ま
す
が
、
最
近
の
研
究
で
、
ご
く

身
近
な
人
の
間
で
虫
歯
菌
が
伝
染
す

る
こ
と
が
わ
か
っ
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、
母
か
ら
子
へ
と
引
き
継
が

れ
る
の
は
、
虫
歯
菌
ば
か
り
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
歯
の
形
|
例
え
ば
、
臼

保険料免除の手続きはお早めに

国民年金の保険料は 1か月分6，740円ですが、
失業や少収入などのために、保険料の納付が

どうしても困難な方は、申し出によ ってはイ呆

険料が免除されることがあります。 7月まで
に手続きをすれば、今年の 4月分から向こう
1年間は有効です。
保険料が免除されても、障害年金などは納

めた人と同じ額を受けられますから、滞納の

ままにせず市役所国民年金係にお申し出くだ

さし、。ただし、老齢年金は、免除を受けた期

間だけ 3分の 1に減らされますので、保険料
を納められるようになったらすく追制をして

くださし、。10年以内の分ならば、旧料金で納

められます。

国民年金の繰り上げ請求

国民年金の老齢年金と通算老齢年金は、 65
歳から支給されます。 しかし、年金を受ける

条件を満たしていれば60歳から64歳までの聞
なら、いつでも希望するときに繰り上げて支
給を受けられます。

ただし、その年金傾は、下の表のとおり、

42%から11%も減額されます。 また、いった
ん繰り上げ支給を受けると、この減額は生涯

続き取り消されることはありません。繰り上

げ請求をするときは、よく考えてみてくださ

い。一方、事前に申請して、 65歳から年金を
受けずに66歳から70歳までの聞に受け始める
と、年金額が12%から88%も増額される繰り
下げ支給という制度もあります。

御
寄
付
お
礼

F 
J t .， 

次
の
方
々
か
ら
温
か
い
御
寄
付
を

い
た
だ
き
ま
し
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厚
く
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
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マ
上
田
電
報
電
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局
様
「
学
校
だ

よ
り
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フ
ァ
イ
ル
千
六
百
五
十
冊

小
学
校
新
入
学
児
童
の
皆
さ
ん
へ

マ
上
回
日
本
無
線
労
働
組
合
青
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婦
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様

五

万

一
千
円

社

会

福

祉
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金
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積
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し
て

マ
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ー
ル
ス
カ
ウ
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七
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福
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積
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小

学
校
ヘ

マ
久
保
井
か
つ
美
様

(
笹
井
)
ぞ

う
き
ん
百
校
社
会
協
祉
総
設
へ

マ
高
寺
一
左
衛
門
様

(
上
古
木
)

楠
木
四
十
五
本
高
齢
者
福
祉
セ
ン

タ
ー
へ

マ
片
桐
哲
横
(
上
沢
)

ぶ

ら

下

が
り
機
、
茶
わ
ん
な
ど
一
式
高
齢

者
福
祉
セ
ン
タ
ー
へ

マ
松
本
ふ
じ
ゑ
様
(
中
央
一

・
本
町
)

腰
掛
式
電
気
マ

ッ
サ

ー

ジ

器

高

齢

者
福
祉
セ
ン
タ
ー

マ
池
田
三
男
様
(常
田
ニ
・
上
常
田
)

木
彫
額
高
齢
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
へ

マ
新
井
は
ち
い
様

(
中
央
西
一

・
北

大

手

)

一

万

五

千

円

社

会

福

祉

基
金
の
積
立
金
と
し
て
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70歳以上の全市民に差し上げます
70歳以上の皆さんには、老人保健証が交付

されていますが、思1)所の相染閣においでの際

この手帳をおみせいただけますと、年間12回

利用できる無料優待券を差し上げます。

離
乳
食
か
ら
幼
児
食
へ
移
る
時
期

は
、
子
供
の
食
事
も
バ
ラ
エ
テ
ィ
に

白
ん
で
き
ま
す
が
、
ち
ょ
っ
と
熱
そ

う
、
ち
ょ
っ
と
硬
そ
う
、
そ
ん
な
食

べ
物
を
与
え
る
と
き
、
お
母
さ
ん
方

は
、
自
分
の
口
に
含
ん
で
か
ら
与
、
え

て
い
ま
せ
ん
か
。

も
し
、
お
母
さ
ん
が
虫
歯
を
持
っ

て
い
た
ら
、
食
べ
物
と
い
っ
し
ょ
に
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お知らせ
6
月
日
日
ま
で
に
御
提
出
を

え

児
童
手
当
の
現
況
届

つ広報

福
祉
課
家
庭
児
童
相
談
係

宮
⑫
4
1
0
0
内
線
3
7
2

有
線
②
0
7
9
1

一 第 936号

児
童
手
当
は
、
国

・
県

・
市
の
負

担
金
や
事
業
主
の
拠
出
金
か
ら
出
し

合
っ

て
、
十
八
歳
未
満
の
児
童
を
三

人
以
上
養
育
し
て
い
る
皆
さ
ん
の
家

計
を
助
け
る
役
割
を
持
っ
て

い
ま
す。

児
童
手
当
や
特
別
給
付
を
受
け
て

い
る
皆
さ
ん
は
、
六
十
年
度
の
現
況

届
を
六
月
十
五
日
出
ま
で
に
、
地
区

担
当
の
民
生
(
児
童
)
委
員
き
ん
に

お
出
し
く
だ
さ
い
。
現
況
届
は
、
児

童
手
当
が
受
け
ら
れ
る
か
ど
う
か
を

確
認
す
る
大
切
な
手
続
き
で
す
の
で
、

参 照例

~36 号ー

身
元
未
判
明
中
国
残
留

次の年齢の子供を 5人養っている 人 (市民税

所得割 りを課せられている)の場合
5月12目、市役所駐車場とその周辺で、

「資源活用広場」と「むだをなくす生活展」

ガ開かれました。当日は沼天にも恵まれ、

大勢の人でにぎわいました。

12歳 10歳
|③|④  

5，000円+5.000円=10.00円---" Ui額)

14歳
② 

17歳
① 

童
手
当
(
六
月
分
か
ら
翌
年
の
五
月

分
)
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
く
な

り
ま
す
。

該
当
者
は
手
続
き
を

児
童
手
当
は
、
請
求
し
な
い
と
資

格
が
あ
っ
て
も
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
。
新
し
く
該
当
す
る
と
思
わ

れ
る
人
は
、
次
に
よ
り
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。

〈
受
給
資
格
〉

①
十
八
歳
未
満
の
児
童
を
三
人
以
上

養
育
し
て
い
て
、
そ
の
う
ち
一

人

以
上
が
義
務
教
育
終
了
前

(
中
学

校
卒
業
前
)
の
児
童
で
あ
る
こ
と
。

②
前
年
の
所
得
が
一
定
額
(
例
、えば

税
法
上
の
扶
養
親
族
が
五
人
の
場

、
降
ま

が

以

り

す

め

な

で

人

は

童

3
と

児

ち

象

の

う

対

前

の

給

了

童

支

終

児

で

育

の

の

教

満

い

務

未

な

義

歳

は

ん

日

で

せ

上記の場合の所得制限額は、

〈扶養親族(妻、子 5人)6人〉

3，080，000円に1筒たないこと。

三
十
歳
ま
で
の
人
(
学
歴
、

は
問
い
ま
せ
ん
)

勤
務
時
間
・・・
午
前
八
時
三
十
分
か
ら

合
、
二
百
七
十
八
万
円
)
に
満
た

な
い
こ
と
。

〈
手
続
き
方
法
〉

該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
人
は
、
市

役
所
福
祉
課
か
塩
田

・
川
西
・
豊
殿

の
各
支
所
へ
印
鑑
、
健
康
保
除
証
、

振
込
を
希
望
す
る
金
融
機
関
の
口
座

通
帳
を
御
持
参
の
う
、
ぇ
、
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
公
務
員
や
公
共
企
業
体
職

員
の
皆
き
ん
は
、
勤
務
先
で
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。

〈
受
給
額
・
受
取
方
法
な
ど
〉

十
八
歳
未
満
の
児
童
の
う
ち
、

出

生
順
に
数
え
て
三
人
め
か
ら
の
義
務

教
育
終
了
前
の
児
童
一
人
に
つ
き
月

額
五
千
円

(
市
民
税
所
得
割
額
の
な

い
人
は
月
額
七
千
円
)
を
、
二
月
、

六
月
、
十
月
(
各
月
と
も
十
五
日
)

に
前
月
分
ま
で
の
四
か
月
分
を
ま
と

め
て
、
指
定
の
あ
っ
た

口
座
へ
振
り

込
み
ま
す
。

必
ず
期
限
内
に
お
出
し
く
だ
さ
い
。

用
紙
と
記
入
例
は
、
民
生
(
児
童
)

委
員
さ
ん
が
お
届
け
し
ま
す
。

毎
年
、
現
況
届
に
よ

っ
て
調
査
を

し
、
そ
の
結
果
、
一
定
額
以
上
の
所

得
が
あ
る
皆
さ
ん
は
、
そ
の
年
の
児

特

f列
八

百

斗

叶

J

6
ふ

ル

吋

，

A
l

，

特
例
給
付
は
、
児
童
手
当
の
所
得

制
限
額
を
オ
ー
バ
ー
し
た
被
用
者
(
厚

生
年
金
や
共
済
組
合
に
加
入
し
て
い

る
人
)
で
、
前
年
の
所
得
が
一
定
額

(
税
法
上
の
扶
養
親
族
が
五
人
の
場

合
、
四
百
三
十
万
五
千
円
)
に
満
た

な
い
と
き
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

被
用
者
年
金
加
入
証
明
書
を
事
業
主

性
別

ん
(
農
林
水
産
技
術
情
報
協
会
研

究
顧
問
)
、
黒
岩
真
二
さ
ん

l
予
定

(
県
農
業
総
合
試
験
場
研
究
部
主

か
ら
受
け
て
お
持
ち
い
た
だ
く
ほ
か

は
、
児
童
手
当
と
同
じ
で
す
。

こ
の
制
度
は
、
六
十
一
年
五
月
ま

で
延
長
さ
れ
る
見
込
み
で
す
か
ら
、

該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
人
は
、
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

観
光
課
宮
⑫

4
1
0
0内
線
6
0
8

「
真
田
太
平
記
」
の
原
作
者

・
地

波
正
太
郎
き
ん
を
お
迎
、
え
し
て
、
次

の
と
お
り
文
化
講
演
会
を
聞
き
ま
す
。

お
誘
い
合
わ
せ
て
お
出
か
け
く
だ
さ

い
。
入
場
は
無
料
で
す
。

と

き

:
・六
月
八
日
出
午
後
一
時
三

十
分

と
こ
ろ
:
・上
田
市
文
化
セ
ン
タ
ー

講

師

:
・
地
波
正
太
郎
さ
ん

演

題

・
:
「
真
田
太
平
記
を
書
い
て
」

申
込
方
法
・
:
次
の
と
こ
ろ
で
入
場
整

理
券
を
差
し
上
げ
ま
す
。
市
観
光

課
、
市
中
央
公
民
館
(
宮
⑫

0
7

6
0
)、
中
部
電
力
上
回
営
業
所
サ

ー
ビ
ス
課
(
宮
⑫

1
2
4
0
)

※
池
波
正
太
郎
さ
ん
の
講
演
に
先
だ

ち
、
地
元
の
益
子
輝
之
さ
ん
の
議

官
明

t
U
みめ

nー
も
主

+
f



五
千
円
)
に
満
た

な
い
と
き
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

被
用
者
年
金
加
入
証
明
書
を
事
業
主

※ 
i責 ち池
も、波

あ地正
り元太
まの良日
す益さ

子ん
躍の
之識
さ j草{
んに
の先
講だ

電
手
当
が
受
け
ら
れ
る
か
ど
う
か
を

確
認
す
る
大
切
な
手
続
き
で
す
の
て
、

第 936号一

身
元
未
判
明
中
国
残
留

日
本
人
孤
児
の

身
元
引
受
人
を
募
集

社
会
謀
宮
⑫

4
1
0
0
内
線

3
7
8

厚
生
省
で
は
、
身
元
未
判
明
中
国

残
留
日
本
人
孤
児
の
身
元
を
引
き
受

け
て
い
た
だ
く
身
元
引
受
人
を
募
集

す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

資

格

:
・身
元
未
判
明
帰
国
孤
児
世

帯
の
置
か
れ
て
い
る
立
場
に
理
解

が
あ
り
、
孤
児
世
帯
の
皆
さ
ん
が

早
期
に
日
本
の
社
会
に
定
着
す
る

た
め
の
指
導
に
、
熱
意
を
も
っ
て

あ
た
る
こ
と
が
で
き
る
人

申
請
手
続
き
:
・
社
会
課
に
お
申
し
出

く
だ
さ
い
。

引
受
人
の
決
定
:
・
身
元
未
判
明
帰
国

孤
児
世
帯
が
中
国
帰
国
孤
児
定
着

促
進
セ
ン
タ
ー
に
入
所
中
に
、
身

元
引
受
人
登
録
者
を
孤
児
世
帯
に

紹
介
し
、
双
方
の
合
意
を
確
認
の

う
え
、
そ
の
孤
児
世
帯
の
身
元
引

受
人
と
な
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

引
受
期
間
・
:
引
受
開
始
日
か
ら
三
年

以
内

引
受
手
当
:・
引
受
期
間
中
、
月
額
一

万
二
千
円
の
引
受
手
当
が
支
給
さ

f三えつー (7)一一一 昭和60年 6月1日 広報

18歳

れ
ま
す

歯
の
健
康
相
談
へ

お
出
か
け
を
糊

上
田
小
県
歯
科
医
師
会
な
ど
の
主

催
で
「
第
十
三
回
歯
の
健
康
相
談」

が
、
次
の
と
お
り
聞
か
れ
ま
す
。
大

勢
の
皆
さ
ん
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

と
き
・
:
六
月
九
日
間
午
前
十
時
か

ら
午
後
三
時

と
ニ
ろ
・
:
海
野
町
会
館
一
階

内
容
・
:
歯
の
健
診
・

相
談

・
指
導

コ
ー
ナ
ー
、
正
し
い
歯
の
み
が
き

方

コ
ー
ナ
ー
、
よ
い
歯
の

た
め
の

食
事
と
お
や
つ

コ
ー
ナ
ー

市
営
0

ア
ー
ル
な
ど
の

監
視
員
を
募
集

体
育
課
施
設
係

包
⑧
4
1
0
0
内
線

5
5
7

自
然
運
動
公
園
管
理
事
務
所

宮
⑩
7
1
9
5

市
で
は
、

市
営
プ
ー
ル
と
自
然
運

動
公
園
プ

l
ル
の
監
視
員
を
次
の
と

お
り
募
集
し
ま
す
。

資

格

・:
健
康
で
水
泳
経
験
の
あ
る

三
十
歳
ま
で

の
人
(
学
歴
、
性
別

は
問
い
ま
せ
ん
)

勤
務
時
間
・
・・
午
前
八
時
三
十
分
か
ら

午
後
五
時

日
給
:
・
男
子
三
千
九
百
五
十
円
、

女
子
三
千
八
百
五
十
円

人

員
:
・
若
干
名

期
間
・
:
六
月
中
旬
か
ら
約
三
か
月

必
要
書
類
:
・自
筆
の
履
歴
書
(
写
真

添
付
)

農
業
バ
イ
オ

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
講
演
会

上
田
市
農
業
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

研
究
会
事
務
局

宮
⑫

4
1
0
0
内
線

3
2
3

上
田
市
農
業
バ
イ
オ
テ
ク
ノ

ロ
ジ

ー
研
究
会
で
は
、
次
の
と
お
り
一
般

農
家
を
対
象
に
農
業
バ
イ
オ
テ
ク
ノ

ロ
ジ
ー
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。
農

業
の
基
礎
技
術
か
ら
最
近
の
情
勢
や

応
用
な
ど
、
わ
か
り
や
す
く
お
話
し

い
た
だ
け
る
予
定
で
す
の
で
、
御
出

席
く
だ
さ
い
。
入
場
は
無
料
で
す
。

と

き

:
・
六
月
二
十
一
日
働
午
後
一

時
三
十
分
か
ら
同
四
時
四
十
五
分

と
こ
ろ
・
:
上
田
市
文
化
セ
ン
タ
ー

講

師

:
・加
藤
泰
正
さ
ん
(
信
州
大

学
繊
維
学
部
教
授
)
、

川
井
一
之
さ

会定 と 受を
円 人 ニ 講対中
程 費員 教 ろ 者象部
度室:をに電
材各 中募次力
料 コ 部集ので
代 | 電しとは
とス 力まお
しと 上すり婦
ても 因 。料人

一二営理の
回十業教皆
四四所室き
百名婦のん

r吋♂一 社会保険出張相談日九目ん斤
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~ ，...・幽 l第 3火曜日 18日

} 会場・・・松尾工業株式会社(川辺町)

} ・ ー且 {第 2火曜日 11日
R 女千幽川右岸地区 { う 【 a 田 l第 4火曜日 25日

} 会場・海野町会館(海野町)

~ 0各会場とも午前10時~午後3時
~ 0お問い合わせー・上田商工会議所

? (伊藤ビル内)包⑫4500_....1 
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場
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を
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中
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上
国
営
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サ
ー
ビ
ス
課

包
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1
2
4
0

料理教室日程表
コ
期 間 日程 日 時 間
ス

7/3休)- 第 1・3 午前10:00-
A 
9/18cボ)7.kH程日 午後1:00 

7/4(木)- 第 1・3 午前10:00-
B 
9/19(本) 木曜日 午後1:00

国民年金積立金還元融資
文化会館などが完成

上田市が、昭和59年度に国民年金積立金還元融

資を受けて行った事業は、次のとおりです。

文化会館建設事業(昭和58・59年度継続事業)、中
央公民館建設事業 (昭和58・59年度継続事業)、 南
小学校夜間照明施設建設事業、不燃物処理資源化

施設建設事業、ごみ焼却場建設事業 (昭和58-60
年度継続事業・上田市真田町じんかい焼却場組合)
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